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資料２   

第３回計画（案）からの修正点 

第４回境港市高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定委員会 
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第３回計画（案）からの修正点 

第３回計画（案） 第４回計画（案） 

■ 基本施策について、所要の修正を行いました。 

◇Ｐ35のキ 認知症高齢者見守り支援事業 新規★ 

 Ｐ46のサ 認知症高齢者見守り支援事業（再掲） 新規★ 

  

 

 ◇Ｐ39のア 生活支援体制整備事業 拡充↑ 

 

 

 

 

 ◆十分な制度設計に至らなかったため、一旦削除させてい

ただき、改めて検討してまいります。 

 

 

 ◆生活支援体制整備事業 継続→ 

  誤記のため修正しました。 
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■ 介護保険事業に関する見込みや介護保険料の考え方について、令和２年度最新の実績や国の動向を踏まえ、最新 

の情報に更新しました。 

◇第４章（Ｐ54～65） 

 

◇第５章の一部（Ｐ66～73） 

 ◆最新の実績や国の動向を反映し、介護保険の給付の見 

込みや保険料算定に係る数値に係る部分について、所 

要の修正を行いました。また長い文章について、簡潔 

な表現に修正しました。 

主な内容は次ページのとおりです。（保険料額の変更は 

ありません。） 

 

■  その他 

◆ 全体を通して、前回の策定委員会からの時点修正や正式名称の採用、表現の統一など、文言の整理を行いました。 
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介護保険料設定についての主な変更点 

 第３回計画（案） 第４回計画（案） 

Ｐ67（３） 

基金の取り崩し額 

 

１億 5千万円余 

 

 

１億１千万円余 

Ｐ70 

保険料基準額の算定方法 

表中の金額の変更と 

項目に「保険者機能強化推

進交付金」を追加。 

 

 
  

項       目 金    額

標準給付費 ＋ 地域支援事業費計(Ａ) 11,901,117千円

第１号被保険者負担分相当額(Ｂ)＝(Ａ)×23.0％ 2,737,257千円

調整交付金相当額(Ｃ) 582,675千円

調整交付金見込額(Ｄ) 716,967千円

財政安定化基金償還金(Ｅ)  ※1 0千円

介護給付費準備基金取崩額(Ｆ) 155,000千円

保険料収納必要額(Ｈ)＝(Ｂ)+(Ｃ)-(Ｄ)+(Ｅ)-(Ｆ) 2,447,965千円

項       目 金    額

標準給付費 ＋ 地域支援事業費計(Ａ) 11,839,978千円

第１号被保険者負担分相当額(Ｂ)＝(Ａ)×23.0％ 2,723,195千円

調整交付金相当額(Ｃ) 579,413千円

調整交付金見込額(Ｄ) 712,902千円

保険者機能強化推進交付金（Ｅ） 24,000千円

財政安定化基金償還金(Ｆ)  ※1 0千円

介護給付費準備基金取崩額(Ｊ) 117,500千円

保険料収納必要額(Ｈ)＝(Ｂ)+(Ｃ)-(Ｄ)-(Ｅ)+(Ｆ)－(Ｊ） 2,448,206千円
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項       目 数    値

保険料収納必要額(Ｈ) 2,447,965千円

予定保険料収納率(Ｉ) 98.50%

所得段階別加入割合補正後被保険者数(Ｊ)  ※2 32,473人

第８期の第１号被保険者の介護保険料の基準額

(Ｋ)＝(Ｈ)÷(Ｉ)÷(Ｊ)÷12 か月
6,378円

※1 財政安定化基金からの借り入れを行っていないため、償還金(基金への返済)はあり

　     ません。

※2 第１号被保険者保険料に不足を生じないよう、所得段階ごとに人数と保険料率を乗

　　　　じた数の合計(＝所得段階別加入割合補正後被保険者数)を被保険者数とみなして

　　　　基準額を算定します。

項       目 数    値

保険料収納必要額(Ｈ) 2,448,206千円

予定保険料収納率(Ｉ) 98.50%

所得段階別加入割合補正後被保険者数(Ｊ)  ※2 32,473人

第８期の第１号被保険者の介護保険料の基準額

(Ｋ)＝(Ｈ)÷(Ｉ)÷(Ｊ)÷12 か月
6,378円

※1 財政安定化基金からの借り入れを行っていないため、償還金(基金への返済)はありません。

※2 第１号被保険者保険料に不足を生じないよう、所得段階ごとに人数と保険料率を乗じた数

　の合計(＝所得段階別加入割合補正後被保険者数)を被保険者数とみなして基準額を算定し

　ます。


